
 
 
  
英語名： Aseptic meningitis 
同義語：なし  

 
 

Ａ．患者の皆様へ 
 

 

 

ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありません。た

だ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、早めに

「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本マニュアル

を参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用の初期症状」が

あることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してください。 
 

無菌性髄膜炎は、医薬品よって引き起こされる場合もあります。 

主に解熱鎮痛薬や抗生物質などの薬で起こることが知られており、

市販の医薬品（解熱鎮痛薬）でも起こる可能性があります。  

また、おたふくかぜなどのワクチンでも起こることがあるので、何

らかのお薬を使用して、次のような症状がみられた場合には、放置せ

ずに、ただちに医師・薬剤師に連絡してください。 

 

「発熱（４０℃ぐらいの高熱）」、「頭痛」、「気分が悪い」、「吐き気」、

「うなじがこわばり固くなって首を前に曲げにくい」、「意識が薄れる」など 

 

無菌性髄膜炎 

 

 



１． 無菌性髄膜炎とは 

 脳や脊髄は軟膜・くも膜・硬膜の三重に重なる髄膜で覆われています。

髄膜は様々な原因で炎症を起こしやすい場所です。髄膜炎という病名を

聞かれた方も多いと思います。 

 髄膜炎の原因で一番多いのは細菌感染によるものですが、無菌性髄膜

炎は髄膜炎のうち髄液培養で細菌・真菌が検出されないものをいい、その

ほとんどがウイルス性と考えられています。しかし、まれにですが医薬品

による刺激によっても無菌性髄膜炎が生じることがあるので注意が必要

です。 

 発症すると、発熱・頭痛・嘔吐がみられ、うなじが硬くなって首が前に曲

げにくくなる、意識が薄れるなどの症状が多くの場合にみられます。 

 

２． 早期対応のポイント 

 「発熱（４０℃ぐらいの高熱）」、「頭痛」、「気分が悪い」、「吐き気」、「うな

じがこわばり固くなって首を前に曲げにくい」、「意識が薄れる」などの症状

が重なった場合で、医薬品を服用している場合は、ただちに医師・薬剤師

に連絡してください。 

 無菌性髄膜炎の症状や検査所見は、感染によって生じる通常の髄膜炎

と区別のつかないことがしばしばあります。細菌性髄膜炎でも原因となる

菌が培養されてもみつからない場合もあり、発症早期には細菌性髄膜炎

と区別がつかず診断が困難であった場合も知られています。 

受診の際、早期診断・早期対応ができるように、医師に服用していた医

薬品を正確にお話しください。 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※  医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、独立行政法人医薬品医療機器総合

機構の医薬品医療機器情報提供ホームページの「添付文書情報」から検索することが出来

ます。（http://www.info.pmda.go.jp/） 

また、薬の副作用により被害を受けた方への救済制度については、独立行政法人医薬品

医療機器総合機構のホームページの「健康被害救済制度」に掲載されています。 

（http://www.pmda.go.jp/） 
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